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8.4 アグリエンジニアリング教育講義担当者アンケート集計結果 

図 8.4-1 講義担当者アンケート集計結果 
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8.5 農業情報学会設立 30 周年記念書籍農業情報学会編『新スマート農業－進化する農業情報利

用－』(仮)寄稿原稿 

 

8-3 高専におけるアグリエンジニアリング教育カリキュラムの導入 

高等専門学校(以下、高専)は 15歳の中学卒業生を受け入れ、本科卒業までの 5年間と専攻科修了までの更なる

2年間を通して「早期技術者教育」を行う高等教育機関である。その学科構成は機械、電気、情報、化学、建築な

どの工業系が大半で求人倍率も 20 倍を越え、就職先での評価は極めて高い（http://www.kosen-k.go.jp/ ）。た

だし農業・農学系の学科は無く、博士(農学)をもつ高専教員も極めて少ない。 

2010 年代に入り、産官学の連携のもとに「スマート農業」に向けた様々な取組みが始まり、高専でも「ICT 農

業」、「農業ロボット」、更には日本の農業が抱える諸課題の解決に向けた個別研究が展開されている。現在、鶴岡

高専の神田和也教授を中心に三重大学大学院の亀岡孝治教授の助言のもと「全国 KOSEN ICT 農業研究ネットワー

ク（https://research.kosen-k.go.jp/mu4fbdhgb/）」が組織され、研究者間の情報共有や外部資金の獲得など、精

力的な活動が行われている。大分高専では、我が国の農業課題の打開には、現在規模の研究だけでは不十分で「工

業系企業の積極的な農業への参入」と「農業の工業化の促進」が不可欠であり、このためには農学の素養を持った

工業技術者の育成が急務であるとの考えに至り、まず「アグリエンジニア(以下、AE)教育導入の必要性と具体的取

組みの調査検討」を行った。その結果、農業現場での工業技術的課題の山積を知り、その解決に向けた高専への期

待が寄せられ、農業の「いきものづくり」の場も工業技術者が活躍できる新たな場であることを認識した。また、

お会いした農業経営者から得た「工業系企業での在職やエンジニアの経験が農業運営に役立っている」との談は、

農業に多くの工業系企業が参入し、そこに働く技術者こそが、自ら工学的農業技術を開発していける状態にして

おかねばならないとの意を強くした。とくに高専生は、高専ロボコン等で理解されるように、ニーズに合わせて現

存の要素を組合せて製品を完成させることを得意としており、「高専生への AE教育の導入」の必要性を確認した。

なお調査中、「農工学科の設置提案」を受けたが、私どもは決して農業従事者の養成をめざすものではなく、かえ

って卒業生の就職を難しくするとの判断から「工学的専門性の基礎(縦糸教育)の上に農学の素養を持ったエンジ

ニアの育成」を横糸教育(図 8-3-1)として導入することとした。高専教育の「楔形の早期技術者教育」という特徴

がこのようなカリキュラムの実現を可能としている。カリキュラム等の検討に当たっては、大分高専には博士（農

学）の教員がいないため、岩手大の高木浩一教授、都城高専の濱田英二名誉教授ほか、多数の方の援助を受けた。 

AE教育の必要要素として、①生物及び農学の素養の習得、②「ものづくり」と「いきものづくり」の異なる点・

共通点の理解と、いきもの生産の難しさと面白さの体験、③農業現場もエンジニアが活躍できる場であるとの理

解、④工学的な経営視点の学習 の 4 点を修得させることを考え、現状のカリキュラムをベースに、表 8-3-1 に

示すカリキュラムの導入を図った（高橋ら 2017）。AE教育カリキュラム修了者には「修了証」を交付し、その裏

面には、修了認定の根拠と「資格」として普及することを期待して、修了生の履歴書への記載等による社会への広

報を依頼する文書を載せている。多くの農業・農学系学協会にも、この取り組みが理解され、修了証の交付認可が

戴けることを期待する。 

現在、大分と都城、一関の 3 高専合同のかたちで「農学概論」の TV 講義を開講している。全国高専での AE 教

育の展開を強く望むところである。  

（古川 明德・高橋 徹） 
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図 8-3-1 AE(横糸)教育プログラム 

 

表 8-3-1 AE教育カリキュラム例 
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